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＜定例会の主な議題及び要旨＞ 

 

平成３０年５月１７日（木） 

 

【報告事項】 

１ 携帯電話不正利用防止法違反事件被疑者の逮捕について        

（生活安全部） 

警察本部から「久留米警察署及び生活経済課は、契約者特定記録媒体（携帯電話に使

用する SIM カード）を有償で貸与する契約を結ぶ際に、法で定められた運転免許証等の

身分証明書による身分確認義務を怠り、ヤミ金業者に対し、契約者特定記録媒体を交付

した携帯電話不正利用防止法違反事件について、５月１５日、東京都文京区在住の携帯

電話レンタル業経営の男性を逮捕した。」旨の報告があった。 

公安委員から「罰則はどうなっているのか。また、個人ではどのくらいの回線数契約

できるのか。」旨の発言があり、警察本部から「不正に貸した者は、２年以下の懲役、

３００万円以下の罰金であり、借りた者は５０万円以下の罰金である。また、個人契約

は５回線までであるが、法人契約は無制限である。」旨の説明があった。 

公安委員から「不正にレンタルされた携帯電話は、どのような犯罪に利用されるのか。

また、本件検挙事例は、どのくらいあるのか。」旨の発言があり、警察本部から「主に

ヤミ金事犯やニセ電話詐欺の犯行ツールとして利用される。また、本件検挙事例は、昨

年全国で２件、本年は初の検挙である。」旨の説明があった。 

 

２ 福岡市西区における女性殺人事件被疑者の逮捕について       

（刑 事 部） 

警察本部から「西警察署及び捜査第一課は、自宅において、包丁で被害者を突き刺す

などした殺人事件について、５月１０日、福岡市西区居住の男性を逮捕した。」旨の報

告があった。 

 

３ 偽造通貨行使事件被疑者の逮捕について              

（刑 事 部） 

警察本部から「粕屋警察署及び捜査第二課は、福津市内の神社において、お守り代な

どの支払いに際し、２回にわたり、偽造一万円札を手渡して行使した偽造通貨行使事件

について、５月１０日、飯塚市居住の派遣社員の男性を逮捕した。」旨の報告があった。 

公安委員から「被疑者は、なぜ神社で犯行に及んだのか。」「他の神社からの被害は

認知しているのか。」旨の発言があり、警察本部から「今後徹底した捜査を行い、神社

を狙った理由や余罪を含め、事件の全容解明を図る。」旨の説明があった。 

 

４ 第３次福岡県飲酒運転撲滅推進総合計画の概要について       

（交 通 部） 

警察本部から「本計画は、平成３０年度から平成３３年度までの間、行政や関係機関

・団体が連携して飲酒運転撲滅運動を推進するための総合的な取組を定めるものであ

る。基本方針は、飲酒運転の取締り強化などであり、飲酒運転による交通事故を１１０

件以下とするなどの数値目標を定めている。今後も、飲酒運転撲滅に向けた取り組みを

強化していく。」旨の報告があった。 

公安委員から「飲酒運転撲滅宣言企業の登録数の数値目標は、どのように決定したの

か。また、事業所の営業車や自家用車などに、飲酒運転撲滅啓発ステッカーを貼付する

取り組みを実施してはどうか。」旨の発言があり、警察本部から「数値目標については、

県内事業所の約３分の１以上を目標とし、数値を決定している。また、現在、NPO 団体



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

において飲酒運転撲滅啓発ステッカーを配布する活動を実施している。」旨の説明があ

った。 

公安委員から「飲酒運転による交通事故の数値目標は、どのように決定したのか。」

旨の発言があり、警察本部から「福岡県総合計画において数値目標が定められており、

同計画に基づき決定している。」旨の説明があった。 

公安委員から「昨年、飲酒運転による交通事故死者はいなかったが、飲酒運転検挙者

数は高水準で推移している。飲酒運転をした者は、飲酒運転で検挙され、運転免許証の

停止処分を受けて、初めて重大な違反を犯したことを認識するのではないか。今後も、

取締りを強化してほしい。」旨の発言があり、警察本部から「飲酒運転検挙者の８割以

上が、高濃度のアルコール保有者で、確信犯といえるような飲酒量であり、徹底した取

締りを実施していく。」旨の説明があった。 

 

【その他の報告事項】 

 ○ 警察本部から「県議会の議会運営委員会において、議会内の人事案件を主な内容と

する、臨時県議会が５月２２日に開催されることとなった。」旨の報告があった。 

  

 ○ 警察本部から「新潟県において女児殺人事件が発生しているが、本県においては、

不審者情報などの犯罪の前兆事案については、組織的に情報を収集しており、全職員

が情報共有を図れるようにしている。また、ふっけい安心メールや防犯アプリ「みま

もっち」により、前兆事案等の地域安全情報を県民に配信して呼びかけている。今後

も、危機感を持ち、前兆事案発生時には、見守り活動の強化や情報の集約など必要な

各種対策を講じていく。」旨の報告があった。 

 

○ 警察本部から「昨日から会計検査院の検査を受検しており、金曜日まで受検する。

明日は第二機動隊新庁舎落成式、来週木曜日は庁議が開催される。」旨の報告があっ

た。 

 

 


